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ResearchutilizlIlgthe励£g㍑i－mα㍗㍑hasincreasedinactivityandthenumberofresearch  

fieldsoverth81asも20years，SO that the Training／Research Vesse上段壷最－mαr㍑11aS  

playedavitalrolerorunderはkingocean－gOlngreS組rCh．  
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学に関する政近の研究成果を中心に紹介し，勢水丸が研  

究に果たしてきた役割について報告する。  
1．はじめに  

三竃大学生物資源学部附属教爾研究施設に所属する練  

習船輿水丸の沿革とその教爾活動については，前率紆）で  

報告した。勢水丸では，海に親しむための，また研究現  

場を麗接学生に体験させるための練習航海・実習航海を  

行って重た。i）これに留まらず，伊勢鳳熊野灘から東シ  

ナ海，沖約近海までの広範な海域における多様な目的の  

研究航梅を実施してきた。この報皆では，水産学・海洋   

2．勢水丸の研究航海の概要  

勢水丸が三蔑大学水産学部に没闇された1980年から  

1999年に至る研究航瀾の航海数と年間延‡ヨ数の変遷を  

図1に示す。研究航海においても，研究あるいは卒粟論  

文のテーマに関連して大学院学生や学部学生が糞船する   
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ことが多く，教習落動と研究活動とを明確に分離し得る  

ものではない。ここで言う研究航海とは，カリキュラム  

にのっとった実習航海とは別に，個々の研究室あるいは  

複数の研栗凌が共同して計画した研究目的の航海である。  

また，前職｝）で述べた，他大学・他研究機閲との共同研  

究あるいは国際協力研究として実施された航海は，ここ  

では研究航海として分類されている。   

図1では，年間研究航海日数が1988年以降はそれ以  

前に比べて減少しているが，これは法制の改革に遠蓬づき  

栗組員（海事職）の週休完全2日制が実施されたため，  

年間総航海‡ヨ数が約1朝目に朝えられたことによる。典  

体的には，カリキュラムに沿った実習航海の員数削減が  

難しいため，主として研究航海の割当目数が削られた。  

この目数削減後も，年間約15臥 年間目数で約701ヨの  

研究航海が実施されている。   

研究航梅・実習航海を合わせた各航海の許しい内容に  

ついては，航海毎に作成される航梅報告璽が収集・製本  

されて勢水丸に保存されているので参照されたい。現在  

までにまとめられたものほ，1980年から1999年までの  

20軍閥であるが，全都で19巻の川‡子になっている。ま  

た，勢水丸を利用した研究の学術論文の別刷が収集され  

練習船領水丸研究米綿として製本されてきている。現在  

までにまとめられたものは，1980年～1982年，1983年  

～19朗年，1985句三～1988年のそれぞれの期間につい  

ての塞絨で，計3巻が妙水丸に保存されている。勢水丸   

を利用した全ての研究論文を網羅しているとは必ずしも  

貰えないが， 主要なものは全て収集されている。この作  

業は今後も順次行う予定である。   

3．勢水丸による観測資料によって作成された卒衆論文  

勢水丸の観測資料や採取試料をもとにして作成された  

卒業論文の数の推移を，1980年から1999年皮までの20  

年間について，図2に示す。また，最近の6年榔こつい  

てそれらの題目等の詳細を表1に示す。図2を見てわか  

るように，年によって若干の増減があるものの，この  

20年間，勢水丸による観測質料をもとにした軍楽論文  

が毎年ほぼコンスタントに作成されてきており，年平均  

すると9．5編に透している。   

各コース所属の指導教官の研究内容各反映して，梅群  

生逓学コースの卒業論文が圧倒的に多い。嚢1に示した  

6年間では，総計60編の論文の中で，海洋生産学コー  

スのものが48編をt一覧め，全体の80％になっている。ま  

た，総数に対する梅洋生産学コースの卒業論文の比率は  

45．2％に達しており，勢水丸で得られた試料・資料を利  

用したものが半数近くを占めてい る。他のコースでは，  

水産食櫨学コースで6年間に10編，水産増殖学コース  

で2編の卒業論文が溶かれている。これら卒葉論文の数  

は，必ずしも研究航海へ兼船した学部学生の数とは比例  

していない。実際には，梅坪21司から3回，海洋生成学  
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図2 過去20年間の勢水丸を利用した卒業（学士）論文数  

表1練習船勢水丸で得られたデータを利用した卒業論文  

年度  氏 名  所属コース  指導教官  論  文  題   目  データ種類  

1994年度  

小林・長谷川 大型定置網周辺の海況とマアジ漁況に関 CTD，サビキ  

（英）  する研究  釣り  
米谷  尚 海洋生産学  

東シナ海夏季における一次生産に関する CTD，ネット  

研究  採集，採水  
和久 光晴 海洋生産学 古谷・小連  

黒潮フロント域における植物プランクト CTD，ネット  

ンの動態  採集，採水  
浅野 直子 海洋生産学 古谷りJ＼達  

坂田 恵美 海洋生産学 河村・関口   伊勢湾のメガベントス群集の動態  ビームトロール  

増田理奈海洋生産学関根   
芸≡冒ち3，豆cTD，ADCP  

瀧上富美子水産食糧学菅原・木村（俊）芸冨芸要語孟墓分離されたメタン酸化細sM・コア採泥  

中村美穂水産食糧学菅原・木村（俊）望慧芸微生物群集機能と環境予測に閲すsM・コア採泥  

1995年度  

●長谷川マグロ延縄漁業の研究漁獲調査および 
水野雅祥海洋生産学 

魚体調査の解析  
衛銅像  

■長谷川カレイ顆の不合理漁 
武田幸子海洋生産学 ビぺトロール   
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年度  氏 名  所J溺コース  指導教官  論  文  題   目  データ種類  

紀伊半島酉辟沿いにみられる振り分け潮 CTI〕，ⅩBで，  

に関する研究  AI）CP  
霜本 英夫 海洋生産学 永田・小池  

伊勢湾及びその沖の海洋構造観測  CTD，ADCP  高谷こずえ 梅澤生産尊： 傑腫  

篠闇 典宏 海洋生産学 関根  日本商辟の親潮流路の力学  CTD，A】〕CP  

伊豆海嶺上の異潮の横断観測  CTD，AI）C王）  福富 致志 梅澤生産学 関根  

伊勢湾及びその沖のフロント構造の発座  
特性  

森  亜樹 海渾生産学 関根  CでD，ADCP  

尾鷲湾およびその沖の水温と流速の観測 CでD，ADCP  闇中＋明人 海群生疲学 関根  

秋季の兼シナ海における単細胞性ラン滋 CTD，ネット  

シネココッカフの分布に関する研究   採集  
筒井 綾子 海洋生産学 古谷・小邁  

赤渕プランクトン増殖限裔細菌の保存法 SM・コア採掘、  

と分難  波萬採水  
大西 裕子 水魔食椒学 菅原・木村（俊）  

海底堆積物より海洋性メタノトロフの純 SM・コア採温  
水分離と衝撃的性質  表面採水  

高木 啓之 水盛蔑視学 菅原・水村（俊）  

採泥，採水，生  
物採集  

三沢 弘導 水慮食短学 菅原・木村（俊）マングローブ域の環境と微生物群集  

1996年皮  

CTD，ⅩBT，  

ÅDCP  
紀伊半島沖で見いだされた異常高橋分水  上関 隆史 海洋生産学 永田・小池  

紀伊半島南西膵沖に発生する「振り分け CTI〕，ⅩBT，  

潮」について  A‡〕CP  
本田 政人 海洋敦盛学 永田・小池  

伊勢湾におけるメガベントス群集の動態 ビームトロール  吉井 正人 海洋生産学 河村・関口  

伊勢拷及びその沖の海洋構造観測  CTD，ADCP  安藤 正之 海洋生産学 閥椴  

尾鷲湾の水温流速観測結果の解析  CTD，AI〕CP  大久保孝之 海洋生産学 関根  

1996年7月の伊豆海機上の黒潮観測  CTD，AI）CP  山村 絶大 海洋生産学 関根  

アカウミガメ網膜の組織学的研究と祝物 日税調姦，発見  

質の色素団分析  記録  
松坂 康弘 海洋生産学 宗宮・伊沢  

春季東シナ梅および秋季矧郭ゆにおける  

瑚l冒脆性ラン潔Synechococcusの現存 CTD，ÅDCP  
駿と分布  

援股 正樹 海洋生産学 谷村・石川  

伊勢湾の知多半島沖における人為的な海 CTD，ⅩBで，  

水混合についての考察  AI）CP   
小野沙由巽醐摘学潮い  
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年度  氏 名  所属コース  指導教官  論  文  題   目  データ種類  

練習船「勢水丸」によって記録された鯨 航海報告書（党  

規の発見分布  見記録）  
根上 文子 水産増殖学 相木・吉岡  

沿岸海底泥より分離されたメタン懐化細 SM・コア採泥，  

菌の蘭学的性質に関する研究  表面採水  
中根 明子 水産食糧学 菅原・木村（俊）  

SM・コア採泥，  

表面採水  
松本 暁人 水産食糧学 菅原・木村（俊）赤潮殺藻細菌に関する研究  

1997年度  

紀伊半島南西岸沖に見られる振り分け潮 CTD，ⅩBT，  

の研究  ADCP  
灘  修平 海洋生産学 小池・森川  

CTD，ⅩBT，  

ADCP，表面海水温  
青木 孝美 海洋生産学 関根  伊勢湾における船舶の海水混合の影響  

黒田 卓海洋生産学宗宮・伊沢  
－ 

底曳トロール  
・ 

岩井隆司海洋生産学白木原   
た醐の上空からの撮影とそ 

目棚査、気球  

ける大型視神 
上村呂輝海洋生産学宗宮・伊沢  トロール操業  

ラソウダの遠近鮒系と視精度につい 
黒川 拓海洋生産学宗宮・伊沢  曳き縄  

秋山  将 海洋生産学 宗宮・伊沢  シイラの遠近調節系と視精度について  曳き縄  

伊勢湾およびその隣接海域における植物 オクトパス，CT  

プランクトンの分布特性  D，ネット採集  
竹中島 裕 海洋生産学 谷村・石川  

伊勢湾底泥における硫酸塩還元細菌およ SM・コア採泥，  

び有機物の分布  表面採水  
後藤  恵 水産食糧学 菅原・木村（俊）  

1998年度  

紀伊半島潮岬周辺の沿岸海況一西側と東 CTD，ⅩBT，  

側の比較⊥  ADCP  
松波 路江 海洋生産学 小池  

北太平洋中層水に及ぼす伊豆海嶺の地形 CTD，ⅩBT，  

効果  ADCP  
渡辺 晋吾 海洋生産学 関根  

成山慎太郎 海洋生産学 宗宮・伊沢   イバラヒゲの頭部側線管について  

武井 史郎 海洋生産学 宗宮・伊沢   カイワリの網膜とグアニン型タベータム トロール操業  

英虞湾における植物プランクトン群集の 採水，ネット採  

増殖速度および被摂食速度の季節変化  取  
勝田 康裕 海洋生産学 谷村・石川  

高橋育子水産増殖学相木・吉岡 芸荒讐誌芋誓芸孟マッコウクジラの個体記録写真等  

内湾から分離した細菌による赤潮プラン SM，コア採泥，  

クトン殺減  衰面採水   
河和 寛恵 水産食糧学 菅原・木村（俊）  
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名  論  文  題  目  データ種類  所属コース  指導教官  年度  氏  

伊勢湾底泥における硫酸塩還元紬箪の動 S丸4・コア採弧  
血中＋山人 水産食糧学 菅原・木村（俊）  表面採水  

CTD，ⅩBT，  

⊥・＼1〕rl⊃  

紀伊半島東側沿庫の梅況について  今任l泰子 海洋生産学 小池  

Crf、○，ⅩBT，  

ADCP  
串本と浦神の潮位差の検討  大久保紙子 海洋左l三疫学 小池  

CTD，マルチ  

カクチネッ  
営川河暮コ域におけるアユ稚魚の分布  服部 慶子 海洋生産学 柏谷・大竹  

CTD，マルチ  

カクチネッ  
堀部 妃代 海洋染渡学 粕谷・大竹  宮川における放流アユの産卵  

宮川河口域におけるアユ稚魚の消化管内 CTI〕，マルチ  

容物  カクチネッ  
山川  聴 海洋生産学 粕谷・大竹  

首級調恋，発月  

雷己録  
岩月 矧淡 海洋生産学 柏谷・大竹  巨一本のスナメリ個体群・漂着記録の解析  

西部北太S‡え絆における鯨粉の分布と表面＋衛生画像，発見  

水温の関係  記録  
山本 昭子 海洋生産学 粕谷・大竹  

中‡刀 ∠針子 海洋生逓尊：粍谷・大竹  岡Lt」県下のスナメリ個体群の動向  巨t祝調姦  

伊勢湾のメガベントス群集の生態（1） ビームトロール  岡本 敦子 海洋生産学 河村・関目  

伊勢磯のメガベントス群集の生態（2） ビームトロール  佐藤 政タう 海洋生産学 河村・l鳩仁J  

CTD，ⅩBT，  

．・＼Ⅰ〕Cl）  
紀伊半島沖の海洋観潮  内山 董巨太 海群生産学 閥蝦  

CTD，ⅩBT，  

八l）し「Ⅰ）  

頻水丸による【ヨ木南樽の黒潮観測  北山  大 海群生塵学 関根  

伊勢湾及び隣接海域における表層植物プ オクトパス，CT  
ランクトン群集の季節性  D．ネット採集  

山下  遇 海洋生産学 谷村・石川  

の数の推移を図3に示す。水産学部から塗物資源学灘歳  

移行した】．967年以後に，修士論文の数が漸増し，1992  

年からは通常年問5編から10編の修士論文が督かれる  

ようになってきている。同図には，勃水丸の研究航梅を  

利用して論文を作成することが政も多い海洋生塵学コー  

スについて，年度別の修了した修士学生数も合わせて示  

してある。19a6年以降の漸増傾向は，修士学≦j三数の増  

加を反映していることがわかる。なお，隊ほと比絞して，  

コース以外のコース教官が主導する研究航海に学部学生  

が乗船している。しかし，論文テーマからは研究航瀾に  

よって得られた成果であることが読みとれない場合もあ  

る。この過去6年間の傾向ほ，はぼその前の期間につい  

ても同様である。  

4．勢水丸による観測資料によって作成された修士論文  

段近20年間の勢水丸の観測資料を利用した修士論文   修士論文数が卒業言論文数に比べて少ないのは学生数の差   
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要に年度毎に載せられている。  による。   

最近6年間の修士論文の詳細を表2に示す。最近の6  

年間で勢水丸の観測資料および採取試料をもとに書かれ  

た修士論文は，海洋生産学コースが29編，水産食糧学  

コースが7編，水産増殖学コースが1編となっている。  

海洋の場を直接の研究対象とする海洋生産学コースの論  

文が全体の78％を占める。海洋生産学コースに限れば，  

修士論文総数の38．4％が勢水丸の観測資料をもとに書  

かれている。   

なお，三重大学大学院生物資源学研究科の博士学位と  

修士学位の提出論文のリストが三重大学生物資源学部紀  

5．勢水丸による観測資料によって作成された博士論文  

勢水丸の研究航海をもとに作成された本学教官による  

博士論文数は，水産学部時代から決して少なくはないと  

考えられるが，学位の申請は他大学になされてきている  

ため，正確な統計を得ることば難しい。   

三重大学に生物資源研究科博士後期課程が設置された  

のは比較的新しく，1991年からである。したがって，  

勢水丸による観測資料をもとにして作成された博士論文  

4
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の  
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図3 過去20年間の勢水丸を利用した修士論文数  

表2 練習船勢水丸で得られたデータを利用した修士論文  

年度  氏 名  所属コース  指導教官  論  文  題   目  データ種規  

1994年度  

有元康司海洋生産学河村欄口 おけるアカイカ釣り漁場の生IKMTネット  
採集  

IKMT ネ ット  

採集，表面水連  

続採集，CTD  

北西太平洋亜寒帯域におけるかいあし類の  

鉛直微細分布  
後藤  聡 海洋生産学 河村・関口  

河村・古谷・伊勢湾における栄養塩の長期変動に関する CTD，ネット  

小達  研究  採集  
笹瀬 聡之 海洋生産学  

菅原・木村 赤潮プランクトン増殖関与細菌の生態に関 SM・コア採泥，  

（俊）  する研究  表面採水   
佐野 元宏 水産食糧学  
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年度  氏 名  所属コース  指導教官  論  文  題  目  データ種類  

】．995年皮  

大脇 春樹 梅群生疫学 関根  lヨ木南樺の塩分極小層に関する研究  CでD，ADCP  

半島及び陵渾地形の東西方向からの傾きが  
西撞境界流に与える影響  

麻生 晃也 海洋生産学 閥般  CT】），ADCP  

天川 哲也 梅澤生産学 河村・関口  伊勢湾におけるメガベントス群の動態  ビームトロール  

東シナ海における織物プランクトン群災研 CTD，ネット  

造の季節変化に関する研究  採集  

河村・古谷  

小遵  
発狂雷 魚代 海洋壬l三産学  

河村・古谷  

小蓬  

東シナ海における縫物プランクトン光合成 CTD，ネット  

色素に供する研究  採集  赦下 泰史 海洋生産撃  

菅原・木村  

（俊）  

CrjlD，バンド  

ン採水  
三宅 繋文 水應愈糠学  海洋細菌の産当三する溶薗酵磯に関する研究  

菅原・木村 海洋性メタン酸化紬蘭によるメタノール生 CTD，バンド  
鈴木 淳志 水塵食槻学  

（俊）  産に関する基礎研究  ン採水  

1996年皮  

串本と浦神の潮位と果報流路の変動に関す  

る研究  
森川 泰率 海洋生産学 関根  CTD，ADCP  

河村・古谷  

石川  

黒潮およぴその周辺梅磯における極微植物 Cl「D，ネット  

プランクトンの空間分布特性に関する研  採集，採水  
岡田 浩司 海洋生産学  

親潮および親潮域における植物プランタト CTD，ネット  

ン光合成色霧に関する研究  採集、採水  
林  雅人 梅澤生産学  

東シナ梅における血次生産およびブランク CTD，ネット  

トン群集呼吸に関する研究  採取，採水  
和久 光埴 梅坪生産学  

菅原・木村  

（俊）  

CTD，バンドー  

ン採水  
海産微細髄類の利脚こ関する研究  茸塚 行l…l水産食後撃  

1997年皮  

紀伊半島南画鐸沿いにみられる振り分け潮 CTD，ⅩBrr，  

に関する研究  ADCP  
粛本 英夫 海洋生産学 小池  

伊豆海嶺がその上を流れる梅流に及ぼす梅 CTD，ⅩBT，  

底地形効果  ADCP  
福富 教志 海洋生産学 関根  

1。OCalwind An乱1ysIS arOund theIse  
BaybyuseoftheAMeDasData  

王  ヨ巨威 海洋刃三度学 関根  ぐ「】、1〕  

大串適網島周辺海域におけるハンドウイル 発見記録，写褒  

カの群行動の日周期  首己録  
井上  鋸 海洋当三度学 白木原・原l君  

天華道綱島周辺海域におけるハンドウイル 発見記録，写衆  

力の個体数推定  紀録  
高月  患 海洋生産学自藩灘・僚闇  

菅原・木村 マングローブ域における微生物群集に閲す 採泥，採水，生  

（俊）  る研究  物採集   
石原 利怒 水産食擾学  
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年度  氏 名  所属コース  指導教官  論  文  題  目  データ種類  

菅原・木村 海洋性メタノトロフの細菌学的解析に閲す CTD，バンドー  

（俊）  る研究  ン採水  
高木 啓之 水産食糧学  

1998年度  

高閣 実海洋生産学河村・関口  
ス群集の動態・ 

どぺ卜いル  

伊勢湾におけるフクロエビ類、特にヨコエ ビームトローノh  

ビとクーマ類の生態学的研究  SM採泥  
小林 孝之 海洋生産学 河村・関口  

CTD，ⅩBT，  

ADCP  
大久保孝之 海洋生産学 関根  紀伊半島東岸の海洋変動  

CTD，ⅩBT，  

ADCP  
陳  南陽 海洋生産学 関根  日本南岸における黒潮流路変動  

CTD，ⅩBT，  

ADCP  
阿川 琢磨 海洋生産学 関根  伊勢湾の流入出について  

松坂 康弘 海洋生産学 宗宮・伊沢  アカウミガメの視覚特性  

高山麻砂美 海洋生産学 宗宮・伊沢  ハタンポ科魚類の発音系  

●谷村●  
高井理加海洋生産学  英虞湾における浮遊性珪藻群集の季節変化 オクトパス  

海洋環境から分離したBacillussp．Ⅴ－37  

株が産生する溶菌酵素ⅡおよびⅢに関する  

研究  

菅原・木村  

（俊）  

CTD，バンドー  

ン採水  
古下  学 水産食糧学  

中野みよ水産食糧学 ●木村内湾底泥から分離した鉄還元細菌に関するsM・コア採泥  
研究  

ウオッチング船を利用した熊野灘のマッコ 発見記録，写真  

ウクジラに関する研究  記録  
神田 正高 水産増殖学 相木・吉岡  

1999年度  

成田光好海洋生産学河村・関口  ベントス群集，特に短鯛の どぺトロール  
、  

熊野灘産深海性魚類アオメェソ  

黒川 拓也 海洋生産学 宗宮・伊沢 Chlorophthalmus albatrossisの網膜 底延縄  
構造  

殊 
上村昌輝海洋生産学宗宮・伊沢 孟孟芸芸芸誌 底延縄  

オクトパス，C  

TD，採水，ネッ  

ト   

●谷村●  
竹中島裕海洋生産学  

英虞湾におけるピコおよびナノプランクト  

ン群集の現存量および生産量の季節変化  
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が，以下に，熱水丸の観測質料をもとに潜かれた論文に  

ついて，ふたっのケースを紹介しておこう。  

8－2 海洋生物学的研究   

輿水丸の研究航海をもとに学術論文として公表された  

海洋生物学的研究の特徴はふたっある。ひとつはカバー  

する海域の広さ，もうひとつは多岐な内容である。   

対象海域は基地のある松阪港に接する伊勢湾に限らず，  

熊野粟，遠州灘，東シナ海，沖縄周辺海域まで及ぶ。研  

究者の希望する調査海域への航海を勢水丸が受け入れた  

雛であるとともに，梅津塵物学への責献に対する勢水丸  

の姿勢の反映でもある。また，外洋性あるいは深海他の  

生物の鮮度を保ったまま採集することは容易ではないが，  

熱水丸はこの魚雷な生物採取を手掛けてきた。   

勢水丸での観測資料をもとに作制された論文の内容と  

して，遠州灘沖埴魔物袈層の天然放射性核種23むThと  

23まPaの分布2），溶存酸素の船上鞠囁新劇門．植物プラン  

クトンの生産に与える梅山の莱杉轡j），植物プランクトン  

色粟の空間う｝布温），基礎生産機械応〉，クロロフィルの鉛  

直分布7〉，植物プランクトンの動態㌔ 大型動物プラン  

クトンの分布腰麦9），寄生性甲殻類の新椰記載】0），海産底  

数はまだ少ない。   

水産学部時代のものを含め｝ 勢水丸の観測資料をもと  

に督かれた博士論文の詳細を衷3にあげておく。  

6．勢水丸による観測資料および採取試料を利用して作  

成された学術論文   

8－1 学術論文の発表状況   

勢水丸の研究航梅で得られた観測資料の利用は，上述  

の渚梯の学位に限られるわけではなく，多くの学術論文  

を生み出してきている。すでに述べたように，勢水丸の  

研究航海を利用して作例された論文の別刷ほ収集され，  

1988年までのものは製本されて勢水丸に保存されてい  

る。これをもとに，報哲磯・僻混詔を除き，学術論文の  

各年度別の数を図4に示す。富余文の別刷収集には若干の  

漏れがあるか，発表された総数は年により増減があり，  

2000年分では5月未現在で発表されたものが少なくと  

も3編ある。こ跡地，報哲蘭・解説怒等は，この20年  

の期間に収集されたものだけで22編ある。  

1994年から1999年までの6利鞘こ発表された学術論  

文の詳細を袋4に示す。研究分野は多岐にわたっている  

表3 勢水丸を利用して作成された博士論文血覧袈  

論 文 題 一室箋   データ咽  義 民 名 取鰍学 学位馴淑糾  

マサバ 太平洋系群の牲成熟，産卵 サバ釣り，針  
浅野 謙二  東京大学   蛍学博士 1985 数および再生産関係に関する資源学 蒐科学魚探，  

的研究  マルチネット  

ギョウ脚頬（甲殻類）のノープリウ  

学 伊輝 邦彦 京都大学   耶空将士 19B7 ス期に見られる個体発生特徴の系統 淡海カゴ網  

的意味  

欄 裕 棉大学 ㍍博士 灘梅削深鍋サメ頬に断る 
1986 

底廷済  

神原  浮  名古屋大学  戯学悼士 1988 板紙類の網膜に関する組織学的研究 底延糾  

災魚灯利肺胞網の漁逃過程と対象生 水申灯，水中  

物の行動生理に関する研究  γⅤカメラ  
資 長谷川英岬一両 東京水魔大学 水銀学将士1993  

ビームトロー  

ル   

Ecolog・1Calstudieson  
郎 f‡ossain，M 三蔓大学   学術博士 1996 megabenthoscommuniとiesinIse  

Bay  
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図4 過去20年間における年別の勢水丸による観測調査試料によって発表された学術論文数  

表4 勢水丸を利用して書かれた最近6カ年の学術論文  

著   者  発行年  文  題  呂  

t QuayandGaimard），  

ra16， 1994器e昌芸≡㌘コa≡：ニまn  

Larvaldispersalandrecruitment processes of marine benthic  

invertebrates  
Sekiguchi，H．11）  1994  

1994VariationinvolumetransportoftheKuroshiosouth  

ts。Wada30） 

言ki1994ionofoceanicstructurearoundTosaBaysoutheastof  

長谷川英一32）  1994 薄明視の魚類に対する光の影響  

Asystematicstudyofsea－StarS COllectedform the continental  
1994 shelf of the East China Sea during the cruises of the TRV  
“Seisui－TnaT・u”ofMieUniversityln1990－1992  

Masaki Saba 

andM・Shigei33）  

date tOnphytoplanktonproductioninthe  

i 1995a…i芸…芸ニ  
ertitrationfordeterminingdis‾  

ada3）  1995v  
tialdistrbutionofanchovyeggsinIseBay，   

ima14） 1995諾   
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著   者  発行年  文  題  巨王  

′raguclli，K．  

arldH．Narita2）  

23れ′rh and 23】pa distributionsin surrace sediments orf  

Enshunada  

′rsul柑mOも0，Y．，  

Y．王watsulくi  

andS．KilてIural持）  

Reportonfishesco11ectedbyrlngnetandORinetduringthe  
洗南山－〃ュαr乙↓，NanseiislandsResearchCruise1992  

1995  

Arc最血c妙££乃αmツ∬よ托よcoZα，neWgenuS，neWSpeCies  

1996 （Siphonostomatoまda），imaIleW ramily ofcopepoda paral  
siticonilag・rishes（Agnatha：Myxinirormes）i－romJapan  

Izawa，K．王0）  

Hossain，丸4．，T．AmalはWa  
alld㍊．Selくiguc】1i－2）  

Denslty，biomassa】1dcommuniもy structure ofmeg・abenthos  
inIsebay，C¢ntralJapall  

Hossai】1，M．  

andH．SekiguchiI3）  

Inr】uencesoroxygen－pOOrWaterOnmeg・aber汗hoscommuIli－  
tjesill王se‡ヨay，CentralJapan  

関根義彦31〉  1996 伊勢湾  

Sekine，Y．  

a王1dT．01くubo35〉  

ObservaもiononseatelmPe柑とure，Saliユ1ityand densityln・and  
OuトOwaseBay  

Ontheusag・eOぎADCPve】ocltyaSarererenCelevel＼reloclもyln  
geotroplCCurrerlもestinユaもion  

SekiIle，Y・3ぴ）  

蕗灘1弘「 森川康率，  

陳l■！一肌壬．1畑虻長甘て■  
1997 日木南岸における鼠潮流路の離岸距離の変動特性  

Morikawa，1rりJ．rralteuch，  
Y．Uema，T．Imoto，  
andY．Nag・aは38）  

j。997 Highsalinitywatel、Si10undoftr沈e‡くiiPeninsula  

岩槻孝雄，槻木巨樹，  

山下剛司，赤村酒豪㌣  

宮崎蝿日南梅澤で採集されたアカネキントキ（新称）タriαぐαれ．まん㍑ぶ  

鋸ふ頭ぶとウスペニキントキ（新称）㌘．カね最  

関根滋彦岬  1997 伊勢湾の水温・塩分および密皮場の季節変化  

ytlI・uya，K．andM．  
HayashiS〉  

S】〕atialdistribution oデ phytoplanlくとon plgtinenLs durlr唱  
S】）㌻ユngbloomhltheEasもChまnaSea  

Furuya，K．，M．とtaもashi  

and Y．Yabusllita－tl）  

HPLC deter】minaLion or phytoplanktorlplg・menもS ulng N，  
N－dまmethyrol・mamide  

．！「谷 研，濱＋鶴夫，神田穣太，  
小連恒夫鎧〉  

1998 東シナ海における基礎鑓腰  

Odate，で．  

andK．Furuya7）  
Ⅵ7elトdevelo】〕Qd subsurface c】1lorophyllmaximumin the  
l′icinitさrOfKolnallaSlliNo－2Seanュounも，SumヱneI・  

1998  

Sekine，Yリ1、．Komatsu  

andA．FulくutOmi′12）  

Ocea王1ic strucもullein the＼ricillity or a seamount，Daisan  
Kaizall，SOuもhoぎJapan   
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Takeuchi，）．，Y．Morikawa，  
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Bifurcation Current along the Saouth Coat of the Kii  
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1998  
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rmes：Gerreidae）  

Iwatsuki，Y．，S．Kimura，  

andT．Toshinoイa）  

Yamashita，T・・S・Kimura 

andY．Iwatsuki19）  1998．   

関根義彦44）  1998 伊勢湾とその沖における海洋循環  

Furuya，KリM．Hayashi，  

Y．Yabushita  

andA．Ishikawa8）  
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1999  
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5， 1999  

岩槻幸雄，吉野哲夫，  
木村清志15）  1999 クロオビュビス（新称）5αrgOCe7扉roJlprα加の日本からの記録  

Nagata，Y．，）．Takeuhi，  

M．Uchida，Ⅰ．Ishikura，  

Y．Morikawa andT．  

Koike46）  

Current nature of the Kuroshioin the vicinlty Of the Kii  

Peninsula  
1999  

永田 豊，吉田昭三，  

藤田弘一47）  
1999 黒潮大蛇行の前駆現象としての小蛇行  

Why does the sealeveldiffer・enCe between Kushimoto and  
Sekine，Y．andK．FujitaJI8）1999 Urag・amishowperiodsoflargemeanderpathandnon－1arge  

meanderpathoftheKuroshiosouthofJapan？  

関根義彦48）  1999 伊勢湾内外の沿岸フロントの季節変動  

ネットワ‾クを利用した練習船「勢水丸」の海洋観測支援シス  
5。， 

1999  

ラギの日本初記録17），黒潮横断測線及び沖縄周辺海域の  

魚類相18），ヒイラギ科魚類の分類の再検討19）・抑，ミズウ  

オダマシの視覚生理21），メバチの視覚生理22），東シナ海  

での底魚類の分布23），鯨類の生態24）・25）があげられる。生  

物海洋学，分類学，生態学，形態学など海洋生物学の主   

棲無脊椎動物の幼生の分散と加入機構‖），メガベントス  

の個体群密度と群集構造12），貧酸素水域がメガベントス  

群集に与える影響13），カタクチイワシ卵の微細空間分  

布1・り，ヤエヤマアイノコイワシの日本初記録15），ワキグ  

ロアカフェダイの日本初記録16），ヤンパルウケグチヒイ  
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繋な分野を網閲しており，対象生物としては植物プラン  

クトンや魚卵などの浮遊生物，底棲生物，魚類や鯨輝な  

どの浮泳生物を扱っている。勢水丸は，三東大学生物資  

源学部の海洋生物学を専攻する教官にとって自身の研究  

のみならず，PICES（北太平洋梅澤科学機構），GOOS  

（世界梅澤観測システム），GLOBEC（世界海洋生態系  

匝＝祭典同研究）などの国際共同研究を行うにあたって欠  

くべからず存在となっている。  

8－3 海洋物理学的研究（採り分け潮と潮岬周辺の微  

細海洋構造）   

紀伊半島の南西海辟の沖には，隊5に示すように，東  

西に分かれて流れる振り分け潮がしばしば観測され，和  

歌l上県水産試験場で活発に研究されてきており，その出  

現頻度は1988年から1996年の期間では70％に遷す  

る2釦。この振り分け潮の構造の評緋を調べ，その変動個  

性を明らかにするために，数柳こわたり勢水丸はこの海  

域の精密な海洋観測を実施してきた。その成果はすでに  

射編の諭文として発表されている勧告7〉・軌29） 。これらの  

研究は三蔑大学数官と和歌山県水産試験場の研究者との  

共同研究であり，和歌山疏水慮試験場の研究者もしばし  

ば勢水丸に乗船して観測に参加している。ちなみに，振  

り分け潮の払現頻度と園潔流頗の離捧距離との関係を論  

じた最初のふたっの論文筆頭智者は，和歌山鷹水産試験  

機の研究者となっている。  

1996年6月11巨1から14日に行われた航海では潮岬  

周辺の微細梅沢の把擁に爵点が置かれた28〉。勢水丸によ  

る観測結兼に，矧囁榔こ衆施された和歌山戯水魔説願彪  

の調塞船「わかやま」の観測結果を加えた測点の分布と，  

測定された200m深度の等温線分布を図6に示す。この  

200m探の等温線は経験的にほぼ表商流の洗練に影轡を  

与えることが知られているが，このときの鎚潮は典型的  

な鮭進路を取っており，親潮の強続載は潮岬のところで  

陸辟に接している。接岸した鼠潮によって，沿樺水の性  

質が潮岬を墳に東西に大きく違っていることが明らかと  

なり，このような微細海況が判明したのは，測凰を非常  

に細かく改定したことによる。潮岬東方の沿岸域では冷  

たい沿樺系水が存在するのに対して，振り分け潮に関連  
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図ぢ 潮岬沖合の200m深等温線の分布   

図5 勢水丸の観測によって得られた潮岬南西  

海岸の沖合に見られる振り分け潮の例  
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展するものと思われる。表1と表2の最後の欄には，そ  

れぞれの論文に用いられた主要な観測項目・使用機器が  

示されている。勢水丸の性能や，搭載ないしは搭載可能  

な設備と測器については，前報1）で紹介したが，これに  

より，勢水丸のはとんどの設備・測器が有効に活用され  

ていることがわかる。   

過去20年間に勢水丸が研究・実習航海を実施してき  

た主な海域を図7に示す。勢水丸が研究航海で対象とす  

る海域は，伊勢湾及び伊豆海嶺から東シナ海に至る外洋  

域に及んでいる。しかし，実習航海との兼ね合いで十分  

な航海日数の確保が難しいことから，航海の半数近くは  

伊勢湾あるいは基地の松阪港から片道約6時間で到達す  

ることができる熊野灘およびその周辺海域を対象として  

いる。このような日数上の制約が，まとまった観測試料・  

資料を必要とする博士論文の数を少なくしている一因と  

なっていると考えられる。   

もちろん，学術研究の上でこのような近海域にテーマ  

を絞ることはできない。そのために複数の研究室が共同  

で計画して，共同観測の形で運用する工夫がされている。  

勢水丸自体は，巡航速力で30日の航海が可能であり，  

また7日程度の無寄港航海を実施することが性能を有し  

ており，十分に遠洋区域の航行が可能な性能を備えてい  

る。研究室間の共同運用等の工夫によって，勢水丸の性  

能を十分活用した研究観測としてはこれまでに，本邦南  

方海域における延縄試験操業によるマグロ等回遊魚規の  

生態解明，伊豆南嶺や四国海盆海域での海洋環境調査，  

東シナ海における基礎生産量調査，南西諸島海域の魚類  

相調査，小笠原周辺海域の鯨類の分布・生態調査等が挙  

げられる。また，同様の工夫は近海域でも作業に時間の  

かかる観測，例えば底延縄試験操業による未利用の深海  

性魚類の分布・生態，その生理的な特徴解析等について  

も行われている。   

勢水丸は，ひとつの学部に所属する実習・調査研究船  

であることから，カリキュラムに基づく航海を含め，年  

度始めまでに確定させれば，若干の融通性を持って計画  

を組むことができる。例えば，図5に示した和歌山県水  

産試験場との共同研究においては，水産試験場の定期観  

測時期に勢水丸航海を組むことによって，単一船で実行  

するよりは高密度の観測網を組むことができた。わが国  

中部地方にある唯一の調査研究船である勢水丸として，  

近年他学部との協同研究・学外他機関との協同研究が増   

して潮岬西方では暖かい黒潮水が沿岸に吸い寄せられて  

高温となっている。黒潮が直進路をとり，潮岬に接岸し  

ている時，潮岬を挟んで14kmしか離れていない串本  

と浦神の沿岸水位に大きな差が現れる理由をこの図はよ  

く表している。また，接岸時の黒潮の流速が潮岬を境に  

加速されることも，この観測で明らかにすることができ  

た。   

さらに，振り分け潮の構造を解明し，その安定性を調  

べるため，4回の観測が行われた29）。これにより，振り  

分け潮の東側の東流部分が接岸した黒潮の強流部で構成  

されていることが示された。また，3回にわたって紀伊  

半島南西の海岸に平行して，はぼ直線状にある100mの  

等深線に沿って，頻繁な往復観測を実施した。その結果  

の一例を示したのが図5である。この図で見られるよう  

に，黒潮直進時においては振り分け潮は非常に安定した  

流れであることが示されている。この観測は船舶搭載型  

のADCP（音波流向流速計）を用いているので観測作  

業そのものは容易であったが，この海域は船舶の航行数  

が，日本沿岸でも最も多い海域であり，強い黒潮の存在  

もあり，測点位置を維持するための操船は危険でもあり，  

非常に難しかった。このような観測は，船舶教官が研究  

計画・解析の段階から主導的に関与して初めて可能となっ  

たものである。  

7．学術研究と勢水丸  

卒業論文・修士論文は学生の独創性が強調される博士  

論文に比べて，所属研究室の教官の直接的な指導を受け  

るのが通常である。したがって，表1と表2に示した論  

文テーマは，その研究室・指導教官の勢水丸を利用した  

研究の進め方をよく反映している。これらの表で見られ  

るように，研究分野は多岐にわたっており，最近の精密  

機械に影響する騒音等の軽減に関するものから，有用水  

産資源の調査や漁業関連のもの，基礎的な海況・海洋環  

境の直接把握を目指すもの，海洋環境変化の把握のため  

の指標生物の調査，海洋汚染に関連する調査等がある。  

最近の傾向として，狭い意味の水産・漁業関連の研究よ  

り，海洋環境・汚染等と関連した広い海洋研究が増加し  

てきている。   

この対象分野の拡大は，学科改組に伴う，異なった研  

究分野間の協力関係が活発化することにより，さらに進  
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図7 勢水丸の主要な航梅海域  

如してきていることは前紺）で述べたが，今後ともこの  

絆性を活かして学術研究の推進に貢献していきたいと考  

えている。   

また，勢水丸航海で得られた渚椰の梅澤データ・情報  

は学問的に敦盛なものであり，…般の研究者へ科極朗に  

提供をはかりたいと考えている。従来から，C′rD観測  

やⅩ8T観測による水温・塩分データ，ADCPによる  

測流データ等の一郎の速報値を海上保安庁水路部に送付  

してきた。このデー タは水路部が二週間毎に発行してい  

る「海洋速級」の作成に利用されている。今後は，各担  

当研究者が凝視し品質哲男！を施した，いわゆるディレー  

ド・モード（Delayedmode）のデータについても，  

梅上楳威庁水路豹句のJODC（日本海洋データセンター）  

に送付する体制を宛えたいと考えており，すでに担当研  

究者と隠級の上，皿郡のデータの送付を始めている。も  

ちろん，データ使用の占有件は担当研究者に所属するが，  

食意なデータを活倒するために協力をお願いしたい。勢  

水丸においてはデータの若干の盈瀾・送付について協力  

していきたいと考えている。  

前報で報督したが，この論文では勢水丸を利用したこれ  

までの海洋研究について紹介する。三東大学生物質源学  

部で授与された卒業論文，修士論文の中で，熱水丸の観  

測儲捲締封吏って利用したものの数について，この20年  

間の変遷を示した。また，勢水丸の観測資料を利用した  

博士論文についての状況も報告する。   

効水丸を利用する研究分野は、初湖の水産学・漁業掌  

中心のものから，海況琴の表音隻脚内海洋学，さらには海洋  

環境や海洋汚染等の問題へと拡大を続けており，熱水丸  

の生物鷺源学部における研究への貢献は，今後とも増大  

するであろう。  
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和 文 要 約  

練習船熱水丸が就航してから，2（）年が経過した。こ  

の間に勢水丸が，水産学や海洋学の敬啓に対する貢献は  
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